








ESD実践事例④【生物多様性】62 国語科2学年6月

1題材名「生物が記録する科学」

2ねらい

事実と考えを区別して捉え，筆者の考えを整理して説明することができる。

3 学習活動

（1）事実と筆者の考えを区別して捉え，内容を理解する。

・各自がバイオロギングで調査した結果を項目別に整理してノートにまとめる。図と文

章の関係も踏まえて，筆者がどんな考えにたどり着いたかを明らかにして書く。

（2）フリップを用いて，わかりやすく説明するためには，どのような工夫をすればよいか，

班で話し合う。

・発表原稿，フリップの担当を決め，話し合いながら作成する。

（3）二つの班をペアとし，お互いの説明を聞きあい，フリップが効果的に使われているか，

わかりやすい説明となっているかを検証する。

・視点はフリップを効果的に使っているかに絞る。

．わかりにくい点をお互いに話し合い，それを受けて自分たちの班の説明を改善してい

く。

(4）

(5）

〔例〕 ツプのどこを説明しているか分からない。

い

・フリップのどこを説I

・説明していることが

フリップには書かれて

ない。

フリップにはグラフが

書いてあるが，説明で

は触れられていない。

・フリップを指し示し力・フリップを指し示しながら説明するとわかりやすい。

全員がフリップを用いた説明をする。

・自分が説明することで，内容を整理し，より深く理解することができる。

筆者の考えるバイオロギングの可能性について各自で考え，まとめ，自分の考えを持つ。

4ESDとの関連

（1）構成概念

Ⅱ多様性…バイオロギングによるペンギンの生態の研究が人間の思考できる範囲を広げるこ

とができる。

（2）能力・態度

④コミュニケーションを行うカ

キ自分の気持ちや考えをうまく人に伝えることができる。

【教科等の力】事実と考えを区別して捉え，筆者の考えをフリップを用いて整理して説明する力

（3）教材の「つながり」

①ESD関連分野生物多様性

②教科理科

③題材「動物のなかま」
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ESD実践事例⑥【世界遺産“地域文化財】14-1:能 国語科3学年6月

1題材名「能八島」（加賀宝生）

2ねらい

・古典芸能「能」について興味を持ち，学ぼうとする。

。様々な観点から「能」という古典芸能の世界について考えることができる。

3学習活動

（1）能の題材「八島」について知っていることを発表する。

2年生の古典で学習した平家物語の「扇の的」や「弓流し」のエピソードを振り返り，時代

や登場人物等について知っていることを発表する。また，八島の戦いに関連した能の演目であ

ることや，社会科で学んだ世阿弥の作であること等を知る。

（2）プリント資料やスライド資料を使って，「能」の基礎知識について知る。

零
蝋

、

能「八島」について，あらすじ，能面，衣装，舞台，謡い，舞い，楽器など，スライドを見

ながら知る。

（3）観能教室で鑑賞する際に注目して「観点」を考える。

興味を持った観点から，能を楽しむために，より具体的に見所を考える。

【評価】様々な観点から「能」という古典芸能の世界について考えることができたか。

（4）互いの見所を交流する。

ペア，グループでとどのような観点で能を楽しむか交流する。その後，面白いと思った観点

を全体に紹介する。

（5）観能する。

7月上旬の金沢市観能教室に参加し，事前に設定した観点や見所に注意しながら能「八島｣，

を鑑賞する

4ESDとの関連

（1）構成概念

I多様性…地域に根付く古典芸能を様々な観点から鑑賞することができる。

（2）能力・態度

②未来像を予測して計画を立てるカ

ウ過去や現在の情報に基づいて，未来を予想・予測することができる。

【教科等の力】

他の意見を参考にしながら観点を持って「能」を鑑賞し，その魅力を表現する力

（3）教材の「つながり」

①ESD関連分野世界遺産・地域文化財

②教科等・音楽・社会

③題材・能の魅力を探ろう．江戸時代「都市の繁栄と元禄文化」
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ESD実践事例⑧【世界遺産・地域文化財】73 国語科3学年11月

1題材名「おくのほそ道松島・平泉」

2ねらい

・芭蕉の生き方考え方について関心を持つ。

・本文や俳句の特徴を捉え，表現の仕方や世界遣産・国特別名勝に指定された歌枕などについ

て自分の考えをもたせる。

3学習活動

（1）万葉集の和歌から今日の短歌・俳句に至る歴史的背景や経緯の概要を知る。

同単元（いにしえの心と語らう）内の万葉集・古今集・新古今集の学習から現代に受け継が

れる詩歌や俳句の流れを年表等を使って大まかに知る。

（2）芭蕉の「旅」への思いを想像する。

プリントや資料集を活用し，冒頭の文言から，おくのほそ道の①旅の出発に際して芭蕉がど

のような思いでいたかを想像する。

（3）冒頭部に記載されていた地（松島・白河の関）における芭蕉の思いを想像する。

松島で作句を断念した芭蕉の思いを，本文の記述から想像する。また，国の特別名勝に指定

されている松島に

ついて，東日本大

震災後の現在の姿，

さらには芭蕉訪問

後150年で隆起し

現在様変わりした

象潟との比較を通

じて，自分の考え

を持つ。

＝I

脳

（4）平泉の記述から，芭蕉のものの見方や感じ方を捉える。

草むらとなった平泉と保存された金色堂について，芭蕉の感じたことを読み取り，自分の考

えを持つ。

4ESDとの関連

（1）構成概念

I有限性…人生や自然に対する作者のものの見方や感じ方を読み取り，自分の考えを持つ。

（2）能力・態度

②未来像を予測して計画を立てるカ

ウ過去や現在の情報に基づいて，未来を予想・予測することができる。

【教科等の力】

表現や作者のものの見方．感じ方について，根拠を明確にして自分の考えをまとめる力

（3）教材の「つながり」

①ESD関連分野世界遺産．地域文化財

②教科等・社会

③題材・江戸時代「都市の繁栄と元禄文化」
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